
88 プレストレストコンクリート

コンクリート構造診断士レポート

建設後 52 年経過した
PC箱桁橋の健全度診断
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　 　青　木　　　聡

1．は じ め に

都市高速道路の PCゲルバー橋において，ゲルバーヒン
ジ支承部の圧壊（写真 - 1）や横締め PC鋼材のグラウト
充填不良，シース管露出などが確認され，補修・補強工が
計画された。とくに下床版横締め PC鋼材の一部で錆汁が
見られたため，ほかの PC鋼材についても発錆・腐食が懸
念された。
本稿では，PCゲルバー橋の補修・補強に資する健全度
診断として実施した，横締め PC鋼材のグラウト充填度調
査と，25 tf荷重車による動的計測について報告する。

2．調査対象橋梁の構造概要

調査対象の PC橋は，1964（昭和 39）年東京五輪に向け
て建設され，建設後 52年経過する箱桁橋である。駅前広
場に架設されており，径間長 65 mでゲルバー構造が採用
されている。また，駅前で支保工の設置が困難なため，高

架下でプレキャストＩ桁を製作し，この桁を架設して多室
箱桁の断面に形成させた箱桁橋となっている（図 - 1，2）。
多室箱桁に形成された箱桁橋の下縁には横締め PC鋼棒

（φ 27）が 750 mmピッチで配置されているが，下縁に錆
汁やシース管の露出が見られ，一部削孔したところグラウ
トの充填不良，PC鋼棒の腐食が確認された（写真 - 2）。

3．調査・診断

3.1　横締め PC 鋼材のグラウト充填度調査
本調査は，横締め PC鋼材の定着部をかぶりコンクリー

ト上から金属ハンマーで打撃して衝撃弾性波を入力，反対
側の定着部で弾性波を受信し，伝播波の解析によりグラウ
ト充填度を判定する非破壊検査手法である（図 - 3）。
グラウト充填度の判定は，弾性波の伝播速度と伝播波形
に現れる特徴波を評価指標としている。伝播速度による評
価は，打撃から受信までの伝播波の到達時間を測定し，伝
播距離（測定長）から伝播速度を算出して評価する。充填
不良の場合には，減衰を受けないために伝播速度が速くな
る傾向がある。また，特徴波による判定は，受信した伝播
波の立ち上り部（初動周波数）の波形に着目し，初動周波
数に図 - 4に示すような高周波数振幅波が観測される波
形は充填不良と判定している。全 194本（上下線，入口）
を測定した結果，充填 94本，充填不良 66本，充填不良の
おそれ 34本の判定であった。

写真 - 1　ゲルバーヒンジ支承部の圧壊

図 - 1　調査対象橋梁　側面図

図 - 2　調査対象橋梁　主桁断面図

図 - 3　横締め PC鋼材のグラウト充填度調査　概念図

写真 - 2　横締め PC鋼材のグラウト充填不良と
PC鋼材の腐食
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3.2　直接視認による非破壊検査結果の検証
非破壊検査の判定結果を検証するため，ファイバースコ
ープカメラによる直接視認調査（写真 - 3）を行った。充
填良好な箇所，不良箇所をそれぞれランダムに 10本選定
して調査した結果，充填の判定箇所はすべて充填されてい
たが，充填不良の判定箇所はすべてが充填不良ではなく，
一部充填されている箇所が確認できた。

4．25 tf 荷重車による動的計測

健全度調査として，PCグラウト充填度調査のほか，25 tf
荷重車によるひずみ・たわみの動的計測を行った（図
- 5）。計測位置は，主桁の曲げ応力度が卓越する断面（支
間中央）とし，ウェブ側面の上 ･中 ･下段にゲージを設置
した。たわみはレーザードップラー計測機を用いて測定し
た。計測結果を図 - 6に示す。

25 tf荷重車は 2台並列載荷として，ひずみは支間中央
のウェブ下縁側で 18.5μ（FEM解析値 35μ※），たわみは
5.5 mm（FEM解析値 5.8 mm※）であった。健全モデルの
解析値と比較して応答値は小さく，補修・補強前段階で耐
力低下している状態ではないことが確認できた。

※ FEM解析：MidasFEAによる弾性解析

5．お わ り に

本調査のほか，主桁 PC鋼材のグラウト充填度調査（イ

ンパクトエコー法），コンクリートの硬化体物性調査（圧
縮強度，静弾性係数）を行った。調査結果に基づき，グラ
ウト充填不良箇所はグラウトの再充填が行われ，ゲルバー
部連続化，B活荷重に対応した外ケーブル補強工事が行わ
れた。
調査結果から，交通規制が必要な緊急性のある状態では
なかったが，グラウトの充填不良や鋼材腐食が未処理のま
ま継続した場合，PC鋼材の破断（耐荷力低下）につなが
るおそれがある。とくに PC橋は，損傷が表面化するまで
耐力低下の発見が困難であることや，安全度の評価が難し
いこと，補修工事の難易度が高いことなどの課題がある。
そのため，PC橋の診断技術について，つねに最新の検
査技術を収集しながら適切な診断が可能な体制を構築する
とともに，新たな非破壊検査技術の開発も必要と思われる。
他分野の診断技術を PC・RC構造の分野に取り込むなど，
これまでにない新たな発想，展開を追及していきたい。

【2020 年 3 月 11 日受付】

図 - 4　グラウト充填度判定波形（左 : 充填不良，右 : 充填）

写真 - 3　横締め PC鋼材のグラウト
直接視認調査（充填不良）

図 - 5　25 tf 荷重車計測　概念図

図 - 6　25 tf 荷重車計測結果（支間中央のひずみ，たわみ）
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